
D e v e lopment of ECR I on Source ( RF Frequency 10GHz, 14GHz Operation )

図 1 N I R S  — E C R 本 体  

R S  -  E C R の 最 初 の テ ス ト 運 転 を 東 大 核 研 で

1 は じめに

E C R ( 電 子 サ イ ク

n 卜 n ン 共鳴 ) 型 イ オ

ン 源 は 長寿 妙 、 多 価

大 電 流の ィ才 ン 生 成 に

適す る な どの 理 由 に よ

サイ ク n 卜 ロ ン 用 に

研 究 開 発 さ れ て い る 。

前 回 、 H i E C R イオ 

ン 源 （6 • 1 4 G H z  
) の 設 計 、 製 作 、 テス 

ト 運 転 ぃ • 2〉が 行 わ れ

た が 、 こ れ を 基 本 構 造  

に も ち 1 0  G H z の R 
F 運 転 用 に 設 計 、 製 作 さ れ た N I
行 っ た の で 、 こ れ を 報 告 す る

2 、 イ オ ン 源 テ ス ト 装 置  

N I R S  — E C R イ オ ン 源 は 、 4 組 と 3 組 の コ イ ル に 2 電 源 か ら 電 流 を 通 電 す
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ABSTRACT

A new l O G Hz -o pe ra ti on ECR I on Source, NIRS-ECR based oo 6.14GHz- 

operation HiECR has been designed and manufactured. This time, We made 

the first trial of the new m a c h i n e， so report the p r e l im in ar y results of 

this trial.
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る こ と で 発 生 す る ミ ラ ー 磁 場 と 、
Main Parameters NIRS-ECR

Mi crowave Power Source 
Frequency 
Chamber diameter 

Mu 11 1 p o 1e Magnet 
Mu ltipolarity 
Field Stre ng th  on Surf ace 
Materia 1 
Inner D iame te r 
Length 

Mirror Coil 
No. of Coils 
Max. Field on Axis 
Max. Current 

Vacuum Pump
150 1/m TMP X  1 + 500 1/m TMP X 1

Size 
Length 
Width

10.0 GHz 
7 0 ram

h e x a p o 1e 
8. 7 kG 
Nd-Fe-B 
7 6 mra 
15 0 mm

7
9.28 kG 
6 0 0 A

3 7 cm 
6 5 cm

表 1 N  I R  S -  E  C  R  の 

基 本 パ ラ メ 一 夕 値

に つ い て は ァ ノ 一 K 電 極 ホ 一 ル

( 7 4> ) 位 置 の ブ ラ ズ マ 面 を ソ 一

ス 点 と し て い て ハ 0 rn m 後 方 の

引 出 し 電 極 ホ 一 ル ( 1
ハ

4> ) か ら

引 き 出 さ れ た ビ 一 ム を ァ ィ ン 7 X

ル レ ン ズ に ス リ ツ 卜 位 置 で 収

束さ せ た 後 、 軌 道 半 径 3 8 5 m m

の 9 〇 o 偏 向 電 磁 石 に X つ て 運 動

量 分 析 し て V、る °

3 テ ス ト 運 転

テ ス ト 運 転 は H e N 〇 ヽ

N e 、 A r の ガ ス に 対 し て 行 つ た

の で 図 2 に 価 数 と の イ 才 ン の

ビ 一 ム 強 度 を 示 す 。 れ は 加 速 電

圧 2 〇 k V の も と で N 1 〇 G H Z

イ ク D 波 の ハ。フ 一 、 ラ 一 a イ

ル 電 流 量 (最 大 電 流 量 6 〇 0 A )

ガ ス 流 量 の 3 つ の ハ。ラ メ 一 夕 を

N d — F e — B 系 の 永 久 6 極 磁

石 と に よ る m i n i m u  m — B

構 、生 を も つ S i n g 1 e S t

a g e 型 の E C R イ 才 ン源 で 、

東 工 大 で 開 発さ れ た H i E C R

ィ 才 ン 源 を 基 本 構 造 と して い る

H i E C R は R F 周 波 数 6 1

4 G H Z 運 転 で あ る の に対 し、

N I R S — E C R は R F 周 波 数

1 〇 G H Z 運 転 で あ る の で コ

イ ル を 追 加 す る こと な どに 上 り

磁 場 を 増 強 し た o

N I R S - E C  R の 本 体 図 を

図 1 に 示 し R F 系 磁 場 系

排 気 系 な ど の パ ラ メ 一 夕 値 を 表  

1 に 示 す 。 テ ス 卜 装 置 の 分 析 系
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そ れ ぞ れ の ガ ス の そ

れ ぞ れ の 価 数 の ビ ー  

ム 量 が 最 大 値 と な る  

よ う に 変 化 さ せ て い

る 。

さ ら に A  r ガ ス に  

対 す る ビ ー ム 強 度 ス  

ぺ ク 卜 ル を 図 3 に 示  

す 。 こ れ は 分 析 電 磁

石 帝
电 流 に対す る ビ 一

ム 街
电 流 量 を 描 V、た 図

であ る o の と の

運 転 ハ 。 ラ メ 一 夕は加

速 電 圧 2 0 k V の も

とで マ ィ ク n 波 ハ 。

V 一 1 1 5 k W 、

上 流 側 ラ 一 a イ ル

電 流 5 4 7 A 下流
X 1 0 - 7t o r r 下 流 側 （引 出 し 測 〉 真 空 度 7 • 0 X 1 0  ~ 7 t o r r で あ っ た

4 、 結 論

H 1 E  C  R  ( 6 . 1 4  G  H  z ) の テ ス ト 結 果 を 参 考 に し て 今 回 の テ ス ト 結 果 と  

比 較 し て み る と 、 全 体 的 に お よ そ 同 程 度 の 結 果 を 得 た が 、 多 価 重 イ オ ン （A  r に 

対 し て は 8 〜 1 2 価 ， N  e に 対 し て は 6 〜 9 価 〉 に 対 し て は か な り 上 回 る 結 果 を  

得 た 。 N  I R  S —  E  C  R の テ ス ト 運 転 は 今 回 が 最 初 で あ る こ と を 考 え あ わ せ て 、 

こ れ か ら ま だ 問 題 点 の 残 る R  F 系 の 改 善 、 ガ ス 流 量 系 の 改 善 な ど を 行 う こ と に よ  

り、 さ ら に 優 れ た デ 一 夕 を 得 る こ と が で き る と 期 待 で き る 。 ま た 、 H i  E C 尺を 

1 4  G  H  z の R  F 運 転 モ ー ド に 改 造 し テ ス ト 実 験 を 行 お う と し て い る の で こ れ と  

比 較 し て み る の も 面 白 い で あ ろ う 。
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